別紙4
新たな都市型動物園が目指す～「近くて楽しい京都市動物園」のメインダイニング～
１　経過

京都市動物園は，平成２１年に策定した共汗でつくる新「京都市動物園構想」に基づき７年をかけて，２１世紀の都市型動物園にふさわしい生物多様性の保全，野生動物の保全に取り組み，交通の便が良く，動物が来園者に近い「近くて楽しい京都市動物園」の実現を目指して顧客満足度の高い施設づくりを進めています。

２　京都市動物園のコンセプト

動物が来園者に「近い」という特色を生かし，五感を刺激し，より動物を身近に感じ，その姿や行動，能力を実感し，野生動物の生息地に思いを馳せる，そうした感性と想像力を育むとともに，「自然」，「いのち」，「こころ」，「人間」について考える場を提供することを目指すとともに，動物たちが幸福に楽しく暮らし，その姿を見て来園者も楽しくなる動物園をコンセプトとしています。
３　メインダイニングのコンセプト

２０世紀の動物園は，子供のためのものだと言われてきました。２１世紀の都市型動物園を目指す京都市動物園は，生涯教育施設として大人の方にも満足していただける動物園を目指しています。
現在，来園者の多くは子供を連れた３０代の子育て世代ですが，近年は，若いカップルや熟年のカップル等，大人だけで利用される方が増加傾向にあります。このため，メインターゲットとなる子育て世代の母親だけでなく，感性豊かな若者，落ち着きを求める大人，健康・環境等に意識の高い人，利便性・経済性を重視する人等，多様な価値観をもつ利用者が顧客層として想定されます。

京都市動物園は，琵琶湖疏水と東山の豊かな緑に囲まれ，多くの文化・交流施設が集まる，京都随一の文化交流ゾーン岡崎地域の一角に在ります。本施設からは，岡崎・南禅寺界隈の風光明媚な眺望が一望でき，園内風景を前景として東山へと続く四季折々の景色が見渡せます。

メインダイニングは，自然を身近に感じることができ，明るく清潔感のあるイメージで，子ども連れでも利用し易く，居心地のよい場を提供すること，京都の食材を使用し，地産地消で地域経済に貢献するとともに，展示動物や生息地に因んだ「京都ならでは」「動物園ならでは」のオリジナルメニュー等注目を集める豊富なメニューを揃え，リピーターを獲得できる施設をコンセプトとします。
　動物園は，飼育する野生動物を介して生物多様性の保全に係る現状を様々な形で情報発信をする「野生への窓　Window to Wildlife」です。メインダイニングが来園者からの高い評価を受けることになれば，近隣施設・神社仏閣への来訪者を含め，岡崎を訪れる多くの市民・観光客へのアピールとなり，岡崎エリアのにぎわい創出の一角を担う施設となることも期待されます。
京都市動物園のメインダイニングは，「野生への窓」へと続く「動物園への窓」です。
